
キトラ古墳壁画 複製陶板の概要

平成 22 年度に、キトラ古墳壁画の複製陶板の製作を行った。製作に当たっては、「複製品

製作委員会」を組織し、フォトマップや壁画の修理過程で撮影された斜光写真等の画像デー

タを基に、多くの試作品を製作した。4 名の委員の他に、実際に壁画の保存修理に携わって

いる技術者の協力も得て、色調や漆喰の凹凸・剥離状況などについて検討を加え、完成した。

■複製対象

天井、北壁、東壁、西壁、南壁の５面及び床面

■材質

せっ器質

■寸法等

※ 壁画のフォトマップを使用した寸法図を以下に示す。

天井：D2425×W1085、約 20～27mm、約 230kg

北壁：H1150×W1094、約 20～25mm、約 70 kg

東壁：H1150×Ｄ2394、約 20～40mm、約 165kg

西壁：H1150×Ｄ2394、約 20～25mm、約 165kg

南壁：H1136×W1074、約 20～25mm、約 70 kg

床面：D2390×W1040、約 20mm、約 140kg
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石室空間の再現状況

細部の表現（北壁） 細部の表現（西壁）

展示の様子（飛鳥資料館）


